
来場者の方に治療情報冊子、敏感肌用スキンケア用品のサンプルを差し上げます！

第二部は、アトピー性皮膚炎・喘息のそれぞれのグループに分かれて講師を囲み、

Ｑ＆Ａを行います。 ご自身の不安や悩みを、直接専門医に質問することができたり、

セカンドオピニオンが受けられる絶好のチャンスです！

また、他の方の質問を聞くだけでも、同じ悩みを持つ人がいるということがわかるので

多くの方々のご参加・ご質問をお待ちしております。

　　　　3．ミニ講演　「身近にある悪化要因を避けよう」

喘息部門 　  ふれあい横浜ホスピタル 院長　 坂本 芳雄 先生

アトピー性 　　東京逓信病院皮膚科 客員部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
皮膚炎部門 　　あたご皮フ科　　　　　　　 　　　  江藤 隆史 先生

い が ら し　あつゆき

1．ここまで進歩したアトピー性皮膚炎治療

ＮＴＴ東日本関東病院
皮膚科部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐敦之　先生

入場無料・要申込2019年6月2日(日)2019年6月2日(日)

時間 12:30～16:00 

　（開場 12:00）

ＪＲ線神田駅 西口　徒歩5分

＊裏面地図参照

場所　　　　　　　　　　 

　フォーラムミカサ エコ 7階▲

主催　認定ＮＰＯ法人 日本アレルギー友の会

後援　厚生労働省
　　　　東京都
　　　　公益社団法人　日本医師会
　　　　一般社団法人　日本アレルギー学会　
　　　　公益財団法人　日本アレルギー協会
　　　　独立行政法人　環境再生保全機構
　　　　公益社団法人　日本皮膚科学会東京支部

第一部　講演

第二部　講師を囲んで Ｑ＆Ａ

『アレルギー治療の新たな選択肢』『アレルギー治療の新たな選択肢』
—アトピー性皮膚炎・ぜんそく　講演会とQ＆A—

た  が  や えつ こ

2．喘息が重症化しやすいタイプは？
　　　　　　　                 治療はどうするか！

東京女子医科大学 呼吸器内科
教授・講座主任   　                       多賀谷悦子　先生



講演内容・講師略歴講演内容・講師略歴講演内容・講師略歴講演内容・講師略歴

喘息が重症化しやすいタイプは？
治療はどうするか！

  喘息の基本病態は気道の炎症であり、抗炎症薬の吸入

ステロイドを中心とする喘息治療の普及とともに、喘息

のコントロールは良くなり死亡者数も減っている。その中で、

副鼻腔炎や中耳炎を合併している患者、肥満の患者、また、

高齢者では喫煙の影響もあり慢性閉塞性肺疾患（COPD）を

合併している喘息COPDオーバーラップの症例がみられる。

こういう患者では、通常の喘息の治療で良くならない重症

例が存在する。本日は、悪化しやすい、治りにくい喘息

患者の特徴と、治療に際しての注意点、また、最新の治療

について解説する。

1988年3月 東京女子医科大学卒業

1988年4月 東京女子医科大学第一内科教室 入局

1991年1月 日産玉川病院呼吸器内科

1992年9月 東京女子医科大学第一内科医療練士

1994年6月 長汐病院呼吸器内科

1997年　  学位取得

1998年7月 東京女子医科大学第一内科助手

1998年9月 南東北病院呼吸器アレルギー科科長

          呼吸器アレルギー科を開設

1999年4月 東京女子医科大学 第一内科助手

2009年4月 　同　准講師　

2012年10月　同　講師　

2014年8月 　同　准教授

2018年4月 　同　教授•講座主任      現在に至る

多賀谷悦子 先生
東京女子医科大学
呼吸器内科教授・講座主任

認定ＮＰＯ法人 日本アレルギー友の会

TEL 03-3634-0865
FAX 03-3634-0850

http://www.allergy.gr.jp/

E-mail：j-allergy@nifty.com

毎週火曜・土曜 11：00～16：00

* 5月27日～6月1日は毎日受付

＜参加申込・お問合せ先＞

この講演会の内容をお名前･メールアドレス等を
登録していただいた方に動画配信いたします。
お申込みは上記ホームページまで。

講演会会場　フォーラムミカサ エコ
東京都千代田区内神田1-18-12

内神田東誠ビル 7F
電話 03-3291-1395

▲

ここまで進歩したアトピー性皮膚炎治療

  久しぶりにアトピー性皮膚炎の新規治療薬として

注射薬であるデュピクセントが昨年発売されました。

高価な薬ではありますがその有効性には眼を見張る

ものがあり、治療の選択肢が広がったことにより患者

さんの治療満足度が上がることが期待されます。

一方でこれまで同様、生活習慣の改善やスキンケアなど

の努力を続けていくことも、目指すべき治療のあり方

として重要であることは言うまでもありません。

1984年 　 東京大学医学部医学科を卒業

　　　 　 東京大学医学部皮膚科学教室入局

1989～
   1991年 米国南フロリダ大学生物学教室に留学

1993～
   1994年 東京大学医学部付属病院分院皮膚科講師

1994年4月 ＮＴＴ東日本関東病院皮膚科常勤医師

1996年4月 ＮＴＴ東日本関東病院皮膚科医長

2002年1月 ＮＴＴ東日本関東病院皮膚科部長　

現在に至る

五十嵐敦之 先生
ＮＴＴ東日本関東病院
皮膚科部長

西
口

11時45分～12時半まで
案内の者が立っています。


